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 ベネッセが 2010 年８月～９月（調査期間）全国の公立高校の校長および教員 [校長 830 名

（配布数 2,000 通、回収率 41.5％）教員 4,791 名（配布数 12,000 通、回収率 39.9％）]に

行った公立高校における学習指導の実態と教員の意識が冊子になって配付されている。インタ

ーネットで配信されているのでいつでも閲覧できる。 

 本誌は、巻頭言に「学力保障の時代における教育課題」として、まず、「子ともたちに身に

つけさせようとしている学力の質」に対し、小・中学校ともに、「 基礎的・ 基本的な知識・

技能を習得する学習 」が 8割近くを占め、「基礎的・基本的な知識・技能を 活用する学習」

は4~5割にすぎず、「 探究的な学習 」は2割前後にとどまることをあげている。活用・探求型

の授業が今後求められている割にはその実施率が低いことを危惧している。また、大きな課題

として「教員多忙化の加速」をとりあげ、週末の土日の出勤率が高く、「教材準備の時間が十

分にとれない」という教員が、中学校で8割強、高校で6割5分に及ぶとしている。日々の忙しさ

に悩みを感じる教員が多いということである。これで教育の改善がもとめられるのだろうか。 

 中学校と高等学校の接続も大きな課題

である。教育内容を異にするので、授業で

の指導方法が一定変わることは当然であ

るが、あまりギャップがあると生徒は戸惑

うことにもなる。本調査では図１-１のよ

うに、「授業の時間の使い方や進め方に」

差異が見られる。特に「生徒が考えたり話

し合ったりする時間」「生徒の発言や発表

の時間」を心がける比率にギャップが見ら

れる。英語であれば「コミュニケーション

英語」と新学習指導要領では科目名変更さ

れているが、こうした時間が少なければ、

求められている成果をあげることは難し

いであろう。「教師からの解説の時間」が

多い高校の伝統的な教養教育を意識した

授業スタイルは今後変化を求められてい

くことになるであろう。かといって、技術

の習得に終わるのでない。高等教育への橋



渡しとなる一般的な教養も当然身につけられるべきもので、課題はそれをどのように身につけ

させるかであろう。 

 高校の教員は、受け持つ生徒の学力の低さを悩みの大きな要素としてあげている。これは大

学教員が､入学生の学力の低さを嘆く構図と同じである。中学校に行けばそのまま、中学入学生

の学力の低さを課題としてあげることになる。だからといってもっと学力の高い生徒をと、無

い物ねだりしても意味がない。目の前の生徒に向き合い､どう力をつけていくかが大きな課題で

ある。 

 
その一環としての授業の方法では、次のような結果であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



おそらくこの中で、「自作プリントを使った授業」や「教材を工夫した授業」が、目の前の生

徒に応じた授業での指導につながるのであろう。問題はその工夫である。これは一人で背負い

込んで考えることではなく、教科の教員で共有して考える同僚性がその発展の大きな要素であ

ることは間違いない。 

教育は生徒･学生のためにある。そのための労力は仕事である。日々忙しい環境ではあるが、教

員魂で一歩ずつでいいから課題を乗り越えていきたいものである。 
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